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３つの教育課程に整理された。高等部では 2011（平成 23）年度より、Ⅱ課程をＡグループ

とＢグループ（社会・理科に替えて生活単元学習）に分けて生徒の実態に応じているが、2018

（平成 30）年度の学校要覧を見ると、各課程の在籍者の割合はⅠ課程が79％、Ⅱ課程が 21％、

Ⅲ課程が０％であり、新たな教育課程編成が課題となっている。 

 

（４）卒業後の進路実態とその特徴 

 図表３は、高等部卒業生の進路先と人数を整理したものである。Ｙ特別支援学校（設立時・

Ｙ養護学校）は国立療養所に併設された学校であったため、元々在籍する児童生徒のほとん

どが筋ジストロフィーや慢性疾患で入院しており、1980～90 年代の高等部卒業後の進路先

の多くは継続入院か自宅療養であった。また病状の回復などにより大学・専門学校へ進学す

る生徒や就職する生徒も当初から現在まで一定数継続して見られる。1990 年代は県内・県

外の福祉施設へ入所する生徒もいた。2000年（平成 12）年以降は卒業時の施設入所がかな

わず、卒業後は入所できるまで自宅で待機する生徒も見られるようになった。2005（平成 17）

年からは県北地域の通園事業、デイサービス、作業所などを利用する卒業生も増えてきた。

近年は進路先として、就労継続支援事業所Ａ型・Ｂ型といった福祉的就労を選択する生徒が

増加してきているのが特徴である。 

 

 
図表３ 高等部卒業生の進路実態の推移 

 

３ まとめと今後の課題 

 Ｙ特別支援学校は、開校して 38年が経とうとしているが 2007（平成 19）年が大きな転換

点となった。それは、前年の 2006（平成 18）年に学校教育法の一部が改正されて制度的に

特別支援教育に転換していったこと、さらに同年、隣接するＮ神経医療センターが行った小
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＊1991～1996年は、継続 

入院に在宅療養を含む。 
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